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１月３１日（金）午後、新入生説明会、体験授業を行いました。また、こ 

れに先立ち１月２７日（月）には６年生児童が中学校の授業を見学しました。 

児童たちは、真剣な表情で授業を見学し、楽しく授業体験をする中で、小学 

校との違いを感じ、４月からの生活のイメージを持つことができたのではな 

いかと思います。「授業が楽しかった」、「中学校ではダメなことがわかった」、 

「入学が楽しみ」といった感想も聞かれました。 

保護者説明会では、校長から２つお願いしました。１つ目は「心の港とな 

る温かい家庭環境づくり」です。心身ともに不安定である中学生の時期に、 

勉強や部活動に一生懸命に取り組み、安心して学校生活を送るための支えと 

なる家庭であってほしいと思います。２つ目は「家庭でのスマホのルール作 

り」です。情報機器（特にスマホ）使用に関して、便利さの裏に潜む危険に 

ついてよく知り、生徒が自分でコントロールしながら使用できるようになっ 

てほしいと思います。この２つは、現在の中学生が入学する際にも唐丹中学 

校からお願いしていたことです。これからも子どもたちの健全育成のために、 

これからも家庭と学校が手を携えていきたいと思っています。 

６年生児童のみなさんの４月の入学を心からお待ちしています。 

１月２８日(火)、学校薬剤師の石田昌玄（（中田薬局）先生を

講師にお招きし、「薬物乱用防止教室」を開催しました。本校

では２年に１回、全校生徒を対象に開催しています。 

今年のテーマは３つ 

・大麻の間違った情報に惑わされないようにしよう！ 

・カフェインや薬を過剰摂取することの危険性 

・薬物乱用を避けるために大切なこと 

薬物乱用というと大麻や覚せい剤等の危険（違法）薬物ば

かり考えがちですが、私たちの身の回りに普通にある「市販

薬」や「飲み物に含まれているカフェイン」についても話して

いただきました。生徒たちは真剣に聞き、積極的に質問をし

ていました。そして、どこか違う世界の話ではなく、自分のこ

ととして考えることができていたと思います。 

薬物依存になると脳にダメージを受け、元に戻らないそう

です。（１１回の使用でも乱用！（レッドカード）』をしっかり心

に刻み、薬物の正しい使用を心がけていきたいものです。 

 家でいくら勉強をしてもテストの点が上がらないと悩んだ

り困ったりしている生徒はいないでしょうか？ 

スマホの使用時間とテストの成績に相関関係があることが

東北大学の研究で実証されています。この研究によると、ス

マホの使用時間が長いほどテストの成績が下がっています。

何と、３時間以上の使用で平均点をとれた子は０％でした。 

スマホを長時間使用することによる学習時間の不足や睡眠

不足のため集中力の低下が原因と思われがちですが、そうで

はありません。学習しても効果が現れないということです。

原因として、長時間のスマホ使用が学校で覚えた記憶を消し

てしまっている可能性が指摘されています。また、脳そのも

の、特に前頭前野（考える、意欲、コミュニケーションをつ

かさどる）、海馬（記憶や学習をつかさどる）の発達にも悪影

響を及ぼし、学習効果が上がらないことも考えられます。 

スマホを使用している間は、脳が活発に動いていないとも

言われています。そもそもスマホを 

含めコンピュータは、悪い言い方を 

すれば人間が手抜きをするために作 

られたツールなので、それも当然で 

すね。便利な道具は使い方次第で、 

益にも害にもなります。スマホの使 

い方を見つめ直してみましょう。 
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